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広島高速道路の概要

(1) 対象路線の位置 （路線図）
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広島高速５号線の概要

(1) 事業の目的

▸ 広島市の都心部と広島県東部地区・広島空港・呉市間などの高速性・定時性の向上
▸ 中山・温品地区をはじめとする一般道路の交通混雑の緩和
▸ 広島都市圏のさらなる発展を牽引する広島駅周辺地域の開発促進
▸ 緊急輸送道路ネットワークの充実強化 など

道路事業
（温品二葉の里線・府中祇園線）

都市高速道路事業
（広島高速５号線）

項目

広島市広島高速道路公社事業主体

自：広島市東区温品一丁目
至：広島市東区中山西二丁目

自：広島市東区温品町
至：広島市東区二葉の里三丁目

事業箇所

１．０㎞４．０㎞事業延長

１０．５ｍ（暫定２車線）代表幅員

第２種第２級主な道路規格

(2) 事業の内容

○広島高速５号線（温品二葉の里線）は都市高速道路事業（広島高速５号線）と
道路事業（温品二葉の里線）の合併施行により事業を実施
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道路事業区間
（温品二葉の里線・府中祇園線）
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広島駅
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1.25 3.25

広島高速５号線の概要

(3) 事業概要図
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道路事業
（温品二葉の里線・府中祇園線）

都市高速道路事業
（広島高速５号線）
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舗装

都市高速道路事業区間

（トンネル区間）

道路事業区間

（中山地区高架区間）

危険防止柵等

舗装

車道車道歩道 歩道

平面部W=35m

温品二葉の里線
（高架部）

府中祇園線
（平面部）

幅員 W＝10.5m

舗装

道路事業
（温品二葉の里線・府中祇園線）

都市高速道路事業
（広島高速５号線）項目

２１２億円１,２８９億円全体事業費

平成１２年度～
令和６年度

平成１２年度～
令和１０年度

事業期間

本線部

平面部

矢賀地区



広島高速５号線の概要

(4) 予定事業期間及び事業費

今回再評価時点
（令和６年度）

前回再評価時点
（令和元年度）項目

道路事業都市高速道路事業道路事業都市高速道路事業

平成１２年度
～令和６年度

平成１２年度
～令和１０年度

平成１２年度
～令和６年度

事業期間

２１２億円１,２８９億円２１２億円１,２５９億円事業費

98％82％67％61％
各時点での事
業進捗率
（事業費ベース）
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【前回再評価からの事業計画の変更内容】
▸「広島高速５号線（都市高速道路事業）」については、広島高速２号線との連結路にお
いて、橋梁の施工方法の変更等により事業期間の延長が生じ、建設資材費の高騰な
ど社会情勢の変化等により事業費の増加が生じたため、令和５年１０月に事業計画
を変更。

※前回再評価の進捗率は平成30年度末時点 ※今回再評価の進捗率は令和5年度末時点



① 事業を巡る社会経済情勢等の変化

(1) 広島高速道路の整備状況

▸ 平成26年3月に広島高速3号線が全線完成し、
広島高速道路の計画延長29.0㎞のうち、延長25.0㎞が供用済 ［整備率86.2％］

区 間開通年月

高速１号線（馬木～間所）4.2㎞H9.10

高速３号線（仁保～宇品）2.6㎞H12.3

高速4号線（中広～沼田）4.9㎞H13.10

高速1号線
（都市高速広島東・福田～馬木）2.3㎞

H18.10

高速2号線（温品JCT～仁保JCT）5.9㎞
高速3号線（宇品～吉島）2.2㎞

H22.4

高速3号線（吉島～都市高速観音）2.9ｋｍH26.3

供用区間

区 間完成予定

高速5号線（温品JCT～駅北）4.0㎞
R10年
上期

高速5号線（高速2号線との連結路）R10年度

整備中区間

6

２

再
評
価
の
視
点



4.2
6.8

11.7
14.0 

22.1 

25.0 

13,666 13,696
13,696

18,604

22,609 28,432
30,514

31,645
32,391

33,429
34,517

36,158
38,105

50,660 52,722
55,085

59,486
63,420

66,733
68,689

71,015
71,37972,466

62,146
64,722

69,626 69,490

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

0

5

10

15

20

25

30

H9 H1
0

H1
1

H1
2

H1
3

H1
4

H1
5

H1
6

H1
7

H1
8

H1
9

H2
0

H2
1

H2
2

H2
3

H2
4

H2
5

H2
6

H2
7

H2
8

H2
9

H3
0 R1 R2 R3 R4 R5

開通延長距離(右軸） 日平均通行台数(左軸)

４号(中広～沼田)開通

３号Ⅲ期(吉島～都市高速観音)開通

１号(馬木～間所)開通

３号Ⅰ期(仁保～宇品)開通

１号(都市高速広島東～馬木)開通

２号(全線)開通
３号Ⅱ期(宇品～吉島)開通

◆年度別利用交通量

(台/日) (km)

(2) 社会経済情勢の変化

▸ 供用延長の増加に応じて交通量が増加

平成9年度:約1.4万台/日(1路線供用)⇒令和元年度:約7.2万台/日(4路線供用)

▸ 新型コロナウイルス感染症の影響により交通量は減少したが、その後回復傾向

令和5年度:約6.9万台/日
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① 事業を巡る社会経済情勢等の変化



(3) 地域情勢の変化

▸ 広島駅周辺では、広島駅ビルの建替えや新病院の建設計画などが進行中であり、
商業施設や集合住宅、オフィス、ホテルなどの施設立地も進んでいる。
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① 事業を巡る社会経済情勢等の変化

若草町地区再開発

平成22年度竣工

Ａブロック再開発

平成10年度竣工

Cブロック再開発

平成28年度竣工

Bブロック再開発

平成28年度竣工広島ＪＰビルディング

令和４年度竣工

広島駅南口広場の再整備等

令和8年度末 再整備完了予定

ＪＲ広島駅

二葉の里区画整理事業

平成25年度竣工

新病院

令和12年度開院予定

写真提供：広島市広報課
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(4) 前回の再評価の結果と対応状況

■令和元年度再評価の結果

① 事業を巡る社会経済情勢等の変化

事業継続を妥当と認める。
【評価監視委員会の審議結果】

広島高速５号線は、広島高速１号線を介して高規格幹線道路である山陽自動車道
と接続するとともに、広島高速２号線を介して広島呉道路や整備が進展している東広
島・安芸バイパスと接続し、広島駅や広島市都心部へのアクセス機能を担うなど、
広島都市圏の交通体系の根幹として機能する自動車専用道路網の一部である。また、
地域高規格道路に位置付けられており、都市機能をより高め、地域相互間の交流の
促進に寄与する路線であり、広島市都心部と広島県東部地区や広島空港及び呉市
等との広域的なアクセス強化が図られる路線である。

さらに、福田地区や温品地区、中山地区、船越地区などにおける一般道路の交通
の円滑化が図られるとともに、中山地区においては、中山踏切の立体交差化を計画
しており、踏切除却による安全性が向上するものである。

引き続き万全の態勢で、地域住民の安全確保、安心の構築及び生活環境の保全に
最大限取り組み、事業効果の早期発現を目指し、事業を継続する。

【対応方針の理由及び今後の方針】

事業継続
【対応方針】



■ 地域の安全確保と安心の構築に向けた主な施策

(4) 前回の再評価の結果と対応状況
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■対応状況

① 事業を巡る社会経済情勢等の変化

〇 施工管理による安全確保

・工事中の地表面変位・騒音・振動の管理を適切に実施

〇 専門家からの意見聴取

・施工段階において「トンネル施工管理委員会」を設置

〇 補償の対応

・補償基準・内容等の事前説明

〇 住民意見の反映

・トンネル施工管理委員会の開催に先立ち「住民が意見表明をする場」を設置

〇 ｼｰﾙﾄﾞﾄﾝﾈﾙ工事への住民参加

・住民代表、公社、施工業者等が意見交換等を行う「安全・安心対策協議会」を設置



牛田地区 L=550m/550m（調停対象区間）
R6.5.24完了

牛田地区 L=550m
二葉の里地区

シールドトンネル区間 L=1,407m（坑口部24m、トンネル掘進長1,383m）

至 温品

至 広島駅

R3.4.5掘進開始時
493 m / 1,407m

住宅地直下区間 L=350m/350m、R6.1.9完了

最小土被り 約20m

住宅地直下区間 L=350m、R6.1.9完了

【二葉の里地区】
H30.9.18掘進着手

R6.10末時点：掘削延長(掘削開始：H30.9)
1,219m / 1,407 m (約 87%、残188m)

NATMまでの施工区間
L=340m(昼・夜施工)

掘削方向

接続工

接続工

NATMまでの施工区間
L=340m

(4) 前回の再評価の結果と対応状況
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シールドトンネル工事の掘削状況

① 事業を巡る社会経済情勢等の変化

令和３年４月に牛田地区の掘削を開始し、令和６年５月に牛田地区を通過。
引き続き、一日でも早い事業効果の発現を目指し、事業推進に取り組む。



○時点の異なる費用や便益を評価時点の価値（現
在価値）に換算するために用いる率 ４％

○道路構造物の耐用年数を考慮し、評価期間を50
年に設定

５０年

○道路整備により、周辺道路も含めた走行時間が短縮される効果を
貨幣価値として算定する。

■走行時間短縮便益

○道路整備によって走行条件が改善（混雑緩和など）されることに
よる走行に必要な費用の減少量を算定する。
走行費用には燃料費、オイル費、タイヤ・チューブ費、車両整
備費、車両償却費が含まれる。

■走行経費減少便益

○道路整備によって周辺道路の交通量が減少することに伴う交通事
故による社会的損失の減少量を貨幣価値として算定する。
交通事故による社会的損失には運転者、同乗者、歩行者に関す
る人的損害額、交通事故により損壊を受ける車両や構造物に関す
る物的損害額、事故渋滞による損失額が含まれる。

■交通事故減少便益

現在価値の算出

１．費用及び便益算出の前提
社会的割引率 ：４％
基準年次 ：評価時点
評価期間 ：50年

２．便益の算定 ３．費用の算定

便益の算定
●走行時間短縮便益
●走行経費減少便益
●交通事故減少便益

総 便 益 総 費 用

４．費用便益分析の実施

便益の現在価値 費用の現在価値

●道路整備に要する
事業費

●道路の維持管理に
要する費用

社
会
的
割
引
率

交通流の推計
○交通量
○走行速度
○路線条件

〈費用便益分析の流れ〉

※国土交通省

「費用便益分析マニュアル」（R5.12）に準拠

社会的割引率

評価期間

便 益

② 事業の投資効果
(1) 費用便益分析
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② 事業の投資効果
(1) 費用便益分析

▸ 広島高速５号線は、都市高速道路事業と道路事業の合併施行

▸ 併せて中山地区においては平面部の関連道路事業 （府中祇園線） を施行

▸ 費用便益分析ではこれらの事業にかかる費用を見込む。

広島駅

トンネル区間 L=1.8km

広島高速２号線

広島高速１号線

Ｊ
Ｒ
芸
備
線

中山地区

牛田地区

温品地区

二
葉
の
里
地
区
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中山 出入路
（仮称）

広島駅北口 出入路
（仮称）

温品ＪＣＴ

都市高速道路事業区間（広島高速５号線） L=4.0km

道路事業区間
（温品二葉の里線・府中祇園線）

Ｌ＝1.0km

道路事業
（温品二葉の里線・府中祇園線）

都市高速道路事業
（広島高速５号線）項目

212億円1,289億円全体事業費

平成１２年度～
令和６年度

平成１２年度～
令和１０年度

事業期間

矢賀地区



② 事業の投資効果
(1) 費用便益分析

▸感度分析【残事業に対し、各要因を±１０％（事業期間は±２０％）変動】
交通量変動 Ｂ／Ｃ＝１４．６（＋１０％） ～ １３．１（－１０％）
事業費変動 Ｂ／Ｃ＝１２．７（＋１０％） ～ １５．０（－１０％）
事業期間変動 Ｂ／Ｃ＝１３．２（＋２０％） ～ １４．２（－２０％）14
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事業全体 （残事業）項 目

2,144億円 （ 159億円）総費用Ｃ

2,115億円 （ 129億円）事業費

29億円 （ 29億円）維持管理費

2,178億円 （2,178億円）総便益Ｂ

1,987億円 （1,987億円）走行時間短縮便益

159億円 （ 159億円）走行経費減少便益

32億円 （ 32億円）交通事故減少便益

（１３．７）１．０２費用便益比（Ｂ／Ｃ）【4％※1】

（１８．３）１．６費用便益比（Ｂ／Ｃ）【～R4：4％、R5～：2％※1】
参考

（２１．３）２．０費用便益比（Ｂ／Ｃ）【～R4：4％、R5～：1％※1】

▸ 広島高速５号線（温品二葉の里線・府中祇園線）整備に要する事業費

事業全体道路事業（温品二葉の里線・府中祇園線）都市高速道路事業（広島高速５号線）

1,501億円212億円1,289億円

事業全体及び残事業とも総便益Ｂが総費用Ｃを上回っている。

※1 社会的割引率
※2 端数処理のため

合計が一致しない
ことがある。



② 事業の投資効果
(2) 一体評価
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２
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▸国の通知により、一体となって効果を発揮する道路ネットワークについては、供用
済区間も含めて一体的に評価（一体評価）することが可能
▸ 広島高速５号線は、広島高速１～３号線とネットワークされており、一体となって
効果を発揮することから、これらを一体評価の評価区間として設定
▸ 一体評価として費用便益分析を実施

一体評価の評価区間評価区間

全体
項 目

9,906億円総費用Ｃ

9,070億円事業費

498億円維持管理費

338億円更新費※1

17,213億円総便益Ｂ

15,230億円走行時間短縮便益

1,595億円走行経費減少便益

387億円交通事故減少便益

１．７費用便益比（Ｂ／Ｃ）【4％※2】

※1 国の通知に基づき、供用から50年以上経過する橋梁
については更新費を考慮

※2 社会的割引率
※3 端数処理のため合計が一致しないことがある。



東海田広島線

【円滑なモビリティの確保】
▸ 広島高速５号線の整備により、ルートの選択肢が増えることで交通が分散
▸ 並行する広島中島線や東海田広島線などの交通量の減少・渋滞緩和など、
一般道路の交通が円滑化
▸ 広島空港リムジンバスなどの路線バスの定時性が向上

(3) 事業の効果や必要性を評価するための指標

② 事業の投資効果

（単位：万人・時間／年）

年間渋滞損失時間（R22）

約28％
削減

並行路線における
年間渋滞損失時間及び削減率

16
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広島中島線

並行路線の渋滞状況
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② 事業の投資効果

【都市の再生】
▸ 令和２年９月に都市再生緊急整備地域であった「広島駅周辺地区」及び「紙屋
町・八丁堀地区」を「広島都心地域」として統合した上で、両地区を特定都市再生緊
急整備地域に指定し、都心部の開発が進められている。

２

再
評
価
の
視
点

(3) 事業の効果や必要性を評価するための指標

県庁

市役所

広島駅

国土地理院地図を加工して作成

都市再生緊急整備地域
（広島都心地域）
R2.9.16指定

特定都市再生緊急整備地域
（紙屋町・八丁堀地区）

R2.9.16指定

特定都市再生緊急整備地域
（広島駅周辺地区）

R2.9.16指定



サッカースタジアムの開業

観客席3万人規模のサッカースタジア
ムがR6年2月に開業

県立広島病院やJR広島病院等を統合し、1,000床
を有する新病院の整備計画が推進
（R12年度開院予定）

商業施設やシネマコンプレックス、ホテルを有す
る駅ビルの建設 （R8年度再整備完了予定）

旧JR跡地にフットサルコート
などがR4年9月に開業

広島駅周辺地区の開発

広島東郵便局跡地
に地上20階のビル
がR4年9月に開業

JR提供

広島駅南口広場の再整備等

二葉の里地区に34階建ての複合ビルの建設が
計画（R9年完成予定）

18

② 事業の投資効果

【都市の再生】
▸ 広島駅周辺地区では新駅ビルの建設等が進められ、紙屋町・八丁堀地区では基町
相生通地区の再開発事業等が推進
▸ 高速５号線の整備により都心部へのアクセスが向上し、各種再開発等を促進

２

再
評
価
の
視
点

(3) 事業の効果や必要性を評価するための指標

市営基町駐車場
周辺の再開発事
業が推進
（R9年完成予定）

広島市提供

YMCA・京口門公園周辺の
再開発事業が推進
（R12年度以降完成予定）

コンベンション機能を有する
世界大手ホテルが完成
（R4年10月開業）

紙屋町・八丁堀地区等の開発

基町相生通地区の
再開発事業が推進
(R11年度完了予定)

広島市提供

本通３丁目地区の再開発事業が推進

コンベンション機能を有する世界大手
ホテルがR4年10月に開業

至：広島空港

広島空港の広域拠点としての機能強化

30年後には12路線（2018年度）から30路線に拡
大し、 年間旅客数を300万人（2018年度）から
586万人に拡大させる計画

広島市
都心部



縮景園

広島市
都心部

平和記念公園

② 事業の投資効果
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(3) 事業の効果や必要性を評価するための指標

縮景園

平和記念公園

【国土・地域ネットワークの構築】
▸ 高速1号線を介して山陽自動車道と接続、また高速2号線を介して広島呉道路や
東広島・安芸バイパスと接続するなど、広島県東部地域や広島空港及び呉市等との
広域的なアクセス強化が図られる。
【個性ある地域の形成】
▸ 平和記念公園などの主要観光施設へのアクセスが向上し、観光振興に寄与



② 事業の投資効果
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(3) 事業の効果や必要性を評価するための指標

【安全で安心できるくらしの確保】
▸ 広島市中心部へのアクセス向上により、第三次救急医療施設（広島市民病院）へ
の搬送時間が短縮 （救急搬送先の選択肢拡大）
▸ 広島駅北口に計画されている新病院へのアクセス路線としても機能

凡例
広島東IC→広島市立広島市民病院
（事業整備前）
広島東IC→広島市立広島市民病院
（本件事業整備後）
仁保JCT→広島市立広島市民病院
（本件事業整備前）
仁保JCT→広島市立広島市民病院
（本件事業整備後）
広島東IC→広島大学病院（現状）
広島東IC→県立広島病院（現状）

広島市民病院

広島駅北口
出入路 新病院

広島市立
広島市民病院

新病院の基本計画

・ 県立広島病院、ＪＲ広島病院、中電病院の
３病院を中心に多くの医療資源を集約
・ 建設予定地 ： 東区二葉の里
・ 総病床数 ： 1，000床
・ 令和１２年度開院予定

出典：高度医療・人材育成拠点基本計画 概要版 広島県



② 事業の投資効果

【災害への備え】
▸ 広島高速5号線は整備後に緊急輸送道路として指定される予定であり、地震等
災害後から発生する緊急輸送活動等の円滑化に寄与
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２
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点

【地球環境の保全】
▸ 一定速度（60ｋｍ/時）での走行が可能な高速5号線の整備により、自動車から
排出されるＣＯ2等が削減され、沿道環境が改善

（R22）

※1 高速5号線の供用により影響を受ける区間を対象に算定
※2 並行路線を対象に算定

10,900 ｔ-CO2／年ＣＯ２排出削減量
※1

3.9 t／年 （22％削減）NO２排出削減量（削減率）
※2

0.3 t／年 （25％削減）SPM排出削減量（削減率）※2

(3) 事業の効果や必要性を評価するための指標



③ 事業の進捗状況

(2) 事業の進捗率（事業全体）

道路事業
（温品二葉の里線・府中祇園線）

都市高速道路事業
（広島高速５号線）

項目

平成１２年度 ～ 令和６年度平成１２年度 ～ 令和１０年度事業予定期間

２１２億円１,２８９億円全体事業費

約２０７億円
［約９８％］

約１,０６２億円
［約８２％］

Ｒ５年度末執行済額
［事業費ベース進捗率］

（令和５年度末時点）
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(1) 事業の経過

： 第４回事業再評価［事業継続を決定］▸ 令和元年度

： 広島高速道路 整備計画変更 ［高速５号線の事業計画を変更］▸ 令和５年度

： 第５回事業再評価▸ 令和６年度



③ 事業の進捗状況
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事業全体道路事業
（温品二葉の里線・府中祇園線）

都市高速道路事業
（広島高速５号線）

項目

約１０８千m2約２２千m2約８６千m2用地取得面積

約１０７千m2
［約９９％］

約２１千m2
［約９８％］

約８６千m2
［１００％］

取得済面積
［面積ベース進捗率〕

（令和５年度末時点）

トンネル区間 L=1.8km

Ｊ
Ｒ
芸
備
線

(2) 事業の進捗率（主な内容：用地取得）
中山地区（指定都市高速道路事業）
用地取得：完了

矢賀地区（道路事業）
用地取得：完了

矢賀地区（指定都市
高速道路事業）

用地取得：完了

二葉の里地区
用地取得：完了（暫定2車線）

牛田地区
用地取得：完了（区分地上権）

中山地区（道路事業）
用地取得：98％

温品地区
用地取得：完了



【都市高速道路事業（高速5号線）】
▸ 二葉の里地区、温品地区では本線の高架橋工事が完了
▸ NATMトンネル区間の掘削が完了
▸ シールドトンネル区間は、約1.4㎞のうち約1.2km掘削（R6.10末時点）
▸ 矢賀地区では、高速２号線との連結路の高架橋工事を推進

(2) 事業の進捗率（主な内容：工事）

広島高速２号線

広島高速１号線

Ｊ
Ｒ
芸
備
線

中山地区

トンネル区間
（牛田地区）

温品地区

二
葉
の
里
地
区

シールドトンネル区間
L=1.4㎞

①

④

NATMトンネル区間
L=0.4㎞

広島高速２号線

広島高速５号線

①二葉の里地区

②
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③ 事業の進捗状況

矢賀地区
③

高速２号線との連結路

②中山地区

④温品地区③矢賀地区



【道路事業（温品二葉の里線・府中祇園線）】
▸ 中山出入路（仮称）の土工工事が完了
▸ 高架橋工事が完了

(2) 事業の進捗率（主な内容：工事）

広島高速２号線

広島高速１号線

Ｊ
Ｒ
芸
備
線

二
葉
の
里
地
区

②

① 中山出入路（仮称）
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③ 事業の進捗状況

中山 出入路
（仮称）

② 中山地区 ③ 中山踏切の立体交差部

④ 矢賀地区

④

中山地区

矢賀地区

①

③



③ 事業の進捗状況
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(3) 残事業の内容

道路事業
（温品二葉の里線・府中祇園線）

都市高速道路事業
（広島高速５号線）

▸ 平面道路工事 等▸ トンネル関連の各種調査

（地表面変位・騒音・振動計測、家屋調査等）

▸ トンネル工事

（シールド区間）

▸ 舗装・道路附属施設工事

▸ 高架橋工事

（広島高速２号線との連結路）



④ 事業の進捗の見込み
(1) 今後の事業進捗の見通し

令和１０年上期の高速５号線の完成及び令和１０年度の高速２号線との連結路の
完成に向け、引き続き地域住民の皆様の安全・安心を第一に、順次工事の進捗を
図る。

トンネル工事及び高架橋工事において建設副産物の発生抑制や建設発生土の有
効活用を図るなどのコスト縮減に努める。

•広島高速５号線は、広島高速１号線、２号線及び都市計画道路松原京橋線（駅
西高架橋）との効果的な接続や、中山地区の渋滞緩和などを考慮し、最適なルートと
して都市計画決定されている。

•また、用地取得については都市高速道路事業では工事に必要な部分の取得（区
分地上権含む）を完了しており、トンネル工事や高架橋工事等を整備促進していくた
め、現行ルートにおいて引き続き事業を進めていくことが適当と考えている。

⑤ コスト縮減や代替案立案等の可能性

(1) コスト縮減の可能性

(2) 代替案立案等の可能性
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対応方針（案）
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３

対
応
方
針
（案
）

事業継続

(1) 対応方針（案）

広島高速５号線は、広島高速１号線を介して高規格幹線道路である山陽自動車
道と接続するとともに、広島高速２号線を介して広島呉道路や東広島・安芸バイパ
スと接続し、広島駅や広島市都心部へのアクセス機能を担うなど、広島都市圏の交
通体系の根幹として機能する自動車専用道路網の一部である。
また、地域高規格道路に位置付けられており、都市機能をより高め、地域相互間
の交流の促進に寄与する路線であり、広島市都心部と広島県東部地域や広島空
港及び呉市等との広域的なアクセス強化が図られる路線である。
さらに、福田地区や温品地区、中山地区、船越地区などにおける一般道路の交通
の円滑化が図られるものである。
引き続き、安全・安心を第一に掘削を進めるとともに、一日でも早い事業効果の
発現を目指し、事業推進に取り組む。

(2) 対応方針（案）の理由と今後の方針



広島高速道路事業の事業再評価について 

１ 目 的 

広島高速道路事業のうち、事業採択後一定期間を経過した後も未着工である事業、事業採択

後長期間が経過している事業等の評価を行い、事業継続に当たり、必要に応じ見直しを行うな

ど、広島高速道路事業の効率性及びその実施過程の透明性の一層の向上を図る。 

２ 再評価の対象とする事業の範囲 

広島高速道路公社が事業主体となって実施する都市高速道路事業とする。 

３ 事業再評価の対象とする事業 

 事業費が予算化された後、５年間を経過した後も未着工の事業 

 事業費が予算化された後、長期間が経過している事業 

（５年間を経過した時点で、一部供用されている事業を含め、継続中の事業） 

 再評価実施後一定期間が経過している事業 

（再評価実施後５年間が経過した時点で継続中または未着工の事業（一部供用事業含む）） 

 特に必要があると認める事業 

４ 実施時期 

再評価の実施対象に該当する年度に行う。 

５ 事業再評価の方法 

再評価は、原則として国の策定する再評価手法を採用するものとする。 

６ 広島高速道路事業評価監視委員会 

再評価の実施にあたり、第三者の意見を求めるため、学識経験者等から構成される「広島高

速道路事業評価監視委員会」を設置する。同委員会は広島高速道路公社が作成した審議対象事

業に係る対応方針（事務局案）について審議を行い、意見等がある場合には、公社理事長に対

してそれを提出する。 

会 議 

必要に応じて随時開催し、原則、公開とする。 

委 員 

７名（学識経験者、弁護士、経済界の関係者、調査研究機関の職員） 

 事務局 

広島高速道路公社 企画調査部 企画調査課 
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